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1.は じ め に

日中 図 学 教 育 研 究 国 際 会 議 は,日 本 図 学 会(Japan 

Society for Graphic Science:JSGS)と 中 国 工 程 図 学 会

(China Engineering Graphics Society:CEGS)が 共

催 す る 図 学 教 育 に 関 す る研 究 発 表 な らび に 議 論 を 目的 と

した 国 際 会 議 で あ る.1993年 に 第1回 が 開 催 さ れ,こ れ

まで に西 暦 の 奇 数 年 に7回 実 施 され て お り,2007年 に は

第8回 会 議 の 開 催 が 予 定 さ れ て い る.図 学 国 際 会 議

(lnternational Conference on Geometryand Graphics

:ICGG)が 西 暦 の 偶 数 年 に 開 催 さ れ る た め,図 学 国 際

会 議 との 交 互 開催 と な っ て い る.

2.国 際 会 議 の 開 催

第1回 か らの 開催 年 な らび に 開 催 地 は 以 下 の とお りで

あ る.

第1回1993年 無 錫(Wuxi)

第2回1995年 成 都(Chengdu)

第3回1997年 昆 明(Kunming)

第4回1999年 敦 煌(Dunhuang)

第5回2001年 大 阪(Osaka)

第6回2003年 ウ ェ ブ 会 議

第7回2005年 西 安(Xian)

第8回2007年 蘇 州(Suzhou)

こ れ まで の と ころ,第5回 会 議 が 大 阪 で 開 催 さ れ た 以

外 は,基 本 的 に 中 国 各 地 で 開 催 され て き た.第6回 が

ウ ェ ブ 会 議 と な っ て い る の は,当 該 会 議 の 開 催 直 前 に ア

ジ ア で 流 行 した 重 症 急 性 呼 吸 器 症 候 群(SARS)の 影 響

に よ る もの で あ る.第6回 会 議 は,本 来,西 安 で 開 催 さ

れ る予 定 で あ っ た こ とか ら,第7回 会 議 が 西 安 で 開 催 さ

れ た.会 議 の 分 野 は,

(1)図 学 教 育 に お け る理 論,思 想 と視 点

(2)図 学(図 法 幾 何 学,設 計 製 図,CG/CAD,e:Leaming

な ど)教 育 法 の 革 新

(3)図 学 教 育 に お け る評 価,空 間認 識 力 の 向上

(4)イ ン タ ー ネ ッ ト/情 報 時 代 の 図学 教 育,デ ジ タ ル

メ デ ィ ア教 育

(5)工学系学科,芸 術系学科,企 業における図学 ・製図

教育

(6)その他

となっている.

特 に最近 は,時 流 に応 じて,CG/CADやe:Learning

に関する話題が取 り上げられるようになってきている.

各会議における発表件数は,日 本側の発表が25件 前後,

中国側の発表が40件 前後である.こ れは,主 に中国で開

催 されているために,中 国側の参加者数が多いという事

情がある.こ れに加 えて,図 学教育に分野を絞 ってい

て,図 学国際会議との交互開催になっていることが,日

本側参加者数が少ない原因の1つ と考えられる.

3.今 後 の課 題

毎回の懸案 として挙がる項目として,日 本で開催する

か否か,会 議の分野を広げるか否か,参 加者 を日本 と中

国から広げるか否か,な どがある.開 催地については,

依然として物価の差が大きいことなどか ら,中 国での開

催を多めにすべ きとの意見が強い.し か し,前 回の 日本

開催か らすでに6年 が経過しようとしていることを考え

ると,そ ろそろ日本での開催 を考えるべ きか も知れな

い.一 方,分 野ならび参加者の範囲については国際図学

会 との兼ね合いもあり,あ まりに国際図学会 と似た性格

のものにすることは避けるべきであろう.こ の辺 りで,

日中図学教育研究国際会議の今後の在 り方について,き

ちんと議論 してお くことが望ましいと考えられる.
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